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 なすに続き、10月下旬にサツマイモも収

穫ができました。ほくほくのお芋は蒸して

もよし、焼いてもよし、おいしくいただき

ました。 

 

衣類の記名についてご協力をお願いします。 

 今年も急速に寒くなってまいりました。衣類の調整が難しい季節

ですね。さて衣類につきましては、紛失のトラブルも多く、皆様に

大変ご迷惑をおかけしております。そこで記名につきまして、確認

がしやすいように統一させていただきたいと思いますのでご協力を

よろしくお願いいたします。 

① 上服 

シャツ、トレーナー、ベストなど上半身に着

る服は、えりもと近くに記名させて頂きます。 

② 下服 

ズボン類は腰元

（ウェスト）辺り、あるいは折り返したと

ころに記名させて頂きます。 

 



 

 補聴器について学びました 

     11 月 7日の勉強会では、 

愛媛中央補聴器センターの三影さんか 

ら補聴器のお話を聴きました。 

当センターで補聴器を使っている方は

多くいらっしゃいます。補聴器は医療機器のひとつですが、取り扱

いの仕方など知らない事が多いため、教えていただきました。 

 センターで補聴器がうまく使いこなせていなかった例としては、

「①補聴器の電池は、5 日から 2 週間で切れてしまうため、電池容

量がなかった、②補聴器自体が小さなため、スイッチが入っていな

かった、③音導口（音が出る部分）が耳垢で詰まっている」という

点がありました。高齢による難聴は徐々に始まっていることが多く、

その結果静かな世界に慣れた方を元の世界に戻すためには、3 ヶ月

ぐらいの時間をかけた方が良いことや補聴器を使用して、耳からの

会話に慣れておかないと耳が言葉を聞き取る能力が低下する恐れが

あること、また補聴器は概ね 5～６年で買い替えの必要があること

などを伺いました。 

 補聴器について身近に感じることができました。補聴器のご相談

いつでも応じてくださいます。お気軽にご相談ください。 

  KUMA のつぶやき 

猫のクマも初めての冬となりました。寂しさ募るのか人恋しさいっぱ

いのようです。遊びに 5階に来てください(^_-)。 

 

編集：砥部病院高齢者こころのケアセンター相談室（文責 武田） 
 青木（５１２）・野本（５１３）・山口（５１４）・武田（５１６）   

何かお気づきの点がございましたら、ご相談ください。 


